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他者との学習における動機づけ調整過程
―動機づけの変動性との関連―

○梅本貴豊（京都外国語大学） 稲垣 勉（鹿児島大学）

キーワード：動機づけ調整，動機づけの変動性，協同学習

問題と目的

近年，協同学習に関する注目がさらに高まって

いることから，効果的な協同学習を促進するため

の要因について検討することが重要視されている。

例えば，梅本他（ ）は，協同学習における動

機づけ調整過程に着目し，「学習中の自分自身の動

機づけの調整」という観点から，効果的な他者と

の学びについて検討を行っている。

さて，学習への取り組みを支えている動機づけ

を捉える新たな視点として，一定期間内の動機づ

けの変動を示す「変動性」というものがある（岡

田他 ）。動機づけの変動性と先延ばしとの間

に正の関連が見られたことから（岡田他 ），

安定した動機づけをもって学習を行うことの重要

性がうかがえる。これに関して梅本・稲垣（ ）

は，個人学習場面を対象とし，動機づけ調整方略

によって授業中の状況的動機づけが安定する可能

性を明らかにしている。こういった動機づけの変

動性という視点に着目し，協同学習の促進につい

て検討することも重要であろう。

そこで本研究では，協同学習における動機づけ

調整と動機づけの変動性との関連について検討す

る。特に今回は，協同学習の動機づけを前後半に

分けて検討する。前半は課題の新規性などから意

欲的に安定して学習に取り組みやすいが，後半は

疲労や退屈さなどから，動機づけの低下や変動が

大きいと考えられる。そのため，動機づけ調整は，

特に協同学習の後半に重要になると考えられる。

方 法

手続き つの大学のそれぞれの授業において，

分間の協同学習（ 名から 名程度でグループ

を構成）に参加した大学生計 名のうち 名の

データを分析対象とした（男性 名，女性 名

年生 名， 年生 名）。協同学習の前後には

質問紙による調査を行い，倫理的配慮として，参

加者から調査協力への同意を得た。

プレ調査内容 協同学習一般における動機づけ調

整方略の使用について，梅本他（ ）の項目を

用いて測定した（ 項目， 件法）。

ポスト調査内容 協同学習中の状況的動機づけに

ついて，開始から終了まで 分ごとに 時点の評

定を求めた（ 件法）。協同学習における行動的お

よび感情的エンゲージメントについて，梅本他

（ ）の項目を用いた（各 項目， 件法）。

結果と考察

まず， 時点の状況的動機づけの平均値を動機

づけレベル，個人内標準偏差を動機づけの変動性

として変数化した。また， 時点中の 時点目以

前を「前半」， 時点目以降を「後半」として，そ

れぞれ変数化した。動機づけ調整方略については，

つの下位尺度間に正の関連が見られており（梅

本他 ），また，本研究ではサンプルサイズが

限られるため，下位尺度を構成せず，全ての項目

を用いて動機づけ調整傾向を構成した。

次に，偏相関分析を用いて動機づけ調整傾向と

動機づけレベル，動機づけの変動性との関連につ

いて検討した（ ）。その結果，動機づけ調

整傾向と後半の変動性との間に負の相関が示され

た。つまり，動機づけ調整の傾向が高い学習者は，

協同学習の後半でも，安定した動機づけで学習に

取り組むことができる可能性を示している。また，

先行研究（梅本・稲垣 ）と同様に，動機づ

けレベルは積極的な学習への取り組みを概念化し

た行動的および感情的エンゲージメントとの間に

正の関連を示した。これは，本研究の状況的動機

づけの測定の妥当性を支持するものである。

今後は，動機づけ調整方略の下位尺度を用いた

詳細な検討や，学習中の発話分析などからより詳

細な動機づけ調整過程について検討することも重

要である。

動機づけ調整傾向 .01 -.12 .12 -.33 .04 -.51 **
行動的エンゲージメント .57 ** .49 ** .39 * -.15 -.32 -.05
感情的エンゲージメント .46 * .40 * .34 .21 .06 .17
*p <.05, **p <.01
注) 動機づけレベルについては大学を，動機づけの変動性については動機づけレベル（全体）および
大学を統制変数とした

Table 1　偏相関分析結果（N =28）
動機づけレベル 動機づけの変動性

全体 前半 後半 全体 前半 後半
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ジグソー法を用いた性教育指導に関する授業の学習効果
― によるテキストマイニングから―

郡司菜津美（国士舘大学）

キーワード：性教育指導，ジグソー法，

問題と目的

教員養成系大学では，性教育指導に関する必須カリキ

ュラムが組まれておらず，教員志望の学生らが性教育に

関する指導スキルを制度的に身につけないまま現場に出

て行くことが問題視されてきた（天野ら， ：西田ら，

：児島， ：津田ら， ）。それにも関わらず，

教員養成における性教育の指導スキルに関する研究はほ

とんど見当たらない。そこで本研究では，文部科学省が

推奨するアクティブ・ラーニングの手法を採用した性教

育指導のプログラム開発及び効果検証を試みる。本研究

は，アクティブ・ラーニングの手法の一つであるジグソ

ー法（ ）を用い，性教育指導観の涵養を目

指した授業デザインの学習効果について検討することを

目的とする。

方 法

年 月，首都圏 私立大学の教員免許取得必修科

目「教職論」において，受講者 名（男子 名，女子

名，不明 名）を対象に，「性は教育すべきことなの

か？（郡司 ）」という課題を与え，ジグソー法を用

いて文献を読み，議論する形式の講義を実施した。授業

の学習効果を明らかにするため，授業の前後に 性に対

するイメージ， 性教育を行う理由， 性教育による

児童生徒の変化，についてたずねる質問紙調査を実施し

た。得られた回答をそれぞれテキストデータ化し，分析

ソフト （ ）を使用してテキストマイニ

ングを実施した。前処理として同一ものを表す単語（例：

子供・子ども→子供）を統一した。その後，共起ネット

ワーク図の作成をした。語の最小出現数を と設定し，

共起関係の絞り込みを描画数 とした。

結 果

学生 名分の上記 〜 のテキストデータを総合

的に把握するために， にて抽出した頻出上位

語を表にまとめた（本稿では割愛）。これらの出現頻度に

ついて共起ネットワークを用いて表したものがサブグラ

フで（ ・ 参照， ・ の結果については割愛），

出現数の多い語ほど大きな円となり，強い共起関係ほど

太い線で結ばれる。頻出語のみでは読み解けない文脈の

推測を可能にするものである。 〜 について比較し

た結果， 点の特徴的な変化が見られた。 点目は，事前

事後両者ともに使用された用語（例：性・大人など）が

出現する文脈に変化があったこと（例：事前「大人とし

て知っておくべきこと」事後「大人と子供が共に成長す

る」）， 点目は，授業内で取り扱った文献の内容を応用

した記述が見られるようになったこと，である。

性教育をする理由（事前）

性教育をする理由（事後）

考 察

同じ単語が異なる文脈の中で用いられるようになった

ことから，学生らに性についての概念変化が起こった可

能性が示唆された。また，文献の内容について授業者が

口頭で説明する機会がなかったにも関わらず，性につい

て文献に記述されていない応用的な記述があったことか

ら，ジグソー法で課題に回答する過程の中で他者と対話

し，主体的に学習したことによる効果であったと推測で

きた。

付 記

本研究は 科研費 の助成を受けたもので

す。
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